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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第44期
第３四半期
連結累計期間

第45期
第３四半期
連結累計期間

第44期

会計期間
自  平成23年８月１日
至  平成24年４月30日

自  平成24年８月１日
至  平成25年４月30日

自  平成23年８月１日
至  平成24年７月31日

売上高 (千円) 2,473,750 5,160,034 3,056,328

経常利益又は経常損失(△) (千円) △50,946 292,969 △151,358

四半期(当期)純利益 (千円) 1,869,794 476,594 1,768,598

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 1,864,762 491,392 1,760,728

純資産額 (千円) 1,139,159 1,505,349 1,035,125

総資産額 (千円) 5,439,155 3,150,609 5,373,850

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 142.63 19.33 110.45

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 20.4 47.4 18.7

　

回次
第44期
第３四半期
連結会計期間

第45期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成24年２月１日
至  平成24年４月30日

自  平成25年２月１日
至  平成25年４月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 65.82 4.13

(注) １．当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、希薄化効果を有する潜在株式が存在しな

いため、記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び連結子会社)において営まれている事業の

内容について、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または前事業年度の有価証券報告

書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　　　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものであり

ます。

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、震災復興関連需要等による回復基調が継続して

いるものの欧州債務危機問題などによる世界経済の下振れリスクが存在することから、依然として先

行き不透明な状況が続いております。

しかしながら新政権による金融緩和、景気対策への期待感から円安、株高の流れとなり、企業収益が

改善傾向となるなど明るい兆しも見えております。

当社グループが属しております不動産業界においては、地価の下落基調からの転換がより明らかに

なってきており、一部の大都市圏での地価の底入れが顕著になってきております。首都圏マンション市

場の供給戸数は前年同期に比べ増加し、契約率は好不調の目安とされる70％をほぼ上回って推移して

おります（民間調査機関調べ）。

このような事業環境の下、当社グループは、当第３四半期連結累計期間も引き続き、既存の保有資産

について最善と思われる出口戦略・販売計画の実行に注力する一方、事業再生計画の達成に向け、新規

事業用地の取得及び短期間での資金回収が見込める中古マンション流通事業を中心に取り組んでまい

りました。

以上の結果、当第３四半期連結累計期間における売上高は51億60百万円、（前年同四半期比108.6％

増）、営業利益３億44百万円（前年同四半期比318.6％増）、経常利益２億92百万円（前年同四半期連

結累計期間は経常損失50百万円）、四半期純利益４億76百万円（前年同四半期比74.5％減）となりま

した。

　

セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

[不動産分譲事業]

不動産分譲事業においては、仕掛販売用不動産「新橋」（東京都港区）、「市ヶ谷」（東京都新

宿区）等の売却、共同事業物件である「ナイスクオリティス横浜鶴見」等の引渡し及び中古マン

ション流通として30物件の引渡しを行いました。その結果、売上高は38億48百万円（前年同四半期比

240.3％増）、セグメント利益は３億60百万円（前年同四半期比186.4％増）となりました。
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[不動産賃貸事業]

不動産賃貸事業においては、プロパティーマネージメント報酬及び当社保有物件の賃料収入等に

より、売上高は10億23百万円（前年同四半期比10.1％減）、セグメント利益は35百万円（前年同四半

期比47.9％減）となりました。

[不動産仲介事業]

不動産仲介事業においては、「東京都新宿区オフィスビル」等の仲介報酬により売上高は１億29

百万円（前年同四半期比54.8％増）、セグメント利益１億５百万円（前年同四半期比92.9％増）と

なりました。

[その他事業]

その他事業につきましては、工事監理料等により、売上高は１億89百万円（前年同四半期比

40.9％増）、セグメント利益は71百万円（前年同四半期比13.4％増）となりました。

　
(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ、22億23百万円減少し、31

億50百万円となりました。これは、事業用地及び区分所有マンションの購入によりたな卸不動産が８億

62百万円増加したものの、物件売却等を進めたことによりたな卸資産が32億円減少、有形固定資産が本

社及び箱根土地の売却等により３億39百万円減少したこと等によるものです。

また、負債においては、前連結会計年度末に比べ26億93百万円減少し、16億45百万円となりました。借

入金については、事業用地取得のための資金として短期借入金及び長期借入金が合計で５億５百万円

増加しましたが、物件売却等に伴う返済によって短期借入金、１年内返済予定の長期借入金及び長期借

入金が合計で30億81百万円減少しております。

純資産においては、前連結会計年度末に比べ４億70百万円増加し、15億５百万円となり、自己資本比

率においては、前連結会計年度末より28.7ポイント改善し、47.4％となりました。

　
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　
　(4)研究開発活動

該当事項はありません。
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(5)生産、受注及び販売の実績　

当社グループの不動産分譲事業は、マンションの竣工後購入者へ引渡しが行われる際に売上高が計

上されるため、開発時期や工期等により四半期ごとの売上実績に偏向が生じる傾向にあり、前第３四

半期連結累計期間に比べ、大きく増加しており、その内容については次のとおりであります。

[連結セグメント別業績] 　

セグメントの
名称

当第3四半期連結累計期間
（自　平成24年８月１日
　　至　平成25年４月30日）

　 金額(千円) 前年同四半期比増減率(%)

不動産分譲事業

共同事業物件 2,127,660 293.5

自社単独物件 1,720,438 191.5

小計 3,848,098 240.3

不動産賃貸事業 　 1,016,415 △9.9

不動産仲介事業 　 129,082 54.8

その他事業 　 166,437 27.4

合 計 5,160,034 108.6

　　(注)1.セグメント間取引については、相殺消去しております。　

　　　　2.不動産分譲事業における共同事業物件の売上高は各物件の総売上高に対し、当社グループ事業シェアに応じた当

社グループの売上高であります。

　
(6)主要な設備

新設、休止、大規模改修、除却、売却等について、当第３四半期連結累計期間に著しい変動があった設

備は次のとおりであります。

　

 売却

会社名 事業所名(所在地) セグメントの名称 設備の内容 帳簿価額(千円) 売却年月

提出会社
本社
（東京都目黒区）

全社 本社ビル 305,632平成24年９月

提出会社
遊休資産（土地）　　　
(神奈川県足柄下郡箱根町)

全社 土地 36,278平成24年９月
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 98,644,000

第１種優先株式 10,000

計 98,644,000

(注) 発行可能株式総数と種類別の発行可能株式総数の合計との一致については、会社法上要求されていないため、発

行可能株式総数の合計は98,644,000株と定めております。

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成25年４月30日)

提出日現在発行数(株)
(平成25年６月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 24,661,000 24,661,000
大阪証券取引所　　　　
ＪＡＳＤＡＱ　　（ス
タンダード）

単元株式数は100株であり
ます。

第１種優先株式 8,707 8,707 ― (注)

計 24,669,707 24,669,707― ―

(注)  第１種優先株式の内容は次のとおりであります。

(1)単元株式数は１株であります。

(2)優先配当金

①第１種優先配当金

当会社は、第１種優先株式について、平成29年７月末日(同日を含む。)までの日を基準日として剰余金の配

当を行わない。

当会社は、平成29年８月１日以降の日を基準日として期末配当を行うときは、第１種優先株式を有する株主

(以下「第１種優先株主」という。)又は第１種優先株式の登録株式質権者(以下「第1種優先登録株式質権

者」という。)に対し、普通株式を有する株主(以下「普通株主」という。)又は普通株式の登録株式質権者

(以下「普通登録株式質権者」という。)に先立ち、第１種優先株式１株につき、１万円(但し、第１種優先株

式について株式の分割、株式の併合その他調整が合理的に必要とされる事由が発生した場合には、当会社の

取締役会により合理的に調整された額とする。)に年２％を乗じた額(円位未満小数第３位まで算出し、その

小数第３位を四捨五入する。)の金銭による剰余金の配当(かかる配当により支払われる金銭を「第１種優

先配当金」という。)を行う。但し、当該期末配当に係る基準日の属する事業年度中の日を基準日として下記

②に定める第１種優先中間配当金を支払ったときは、当該第１種優先中間配当金を控除した額とする。ま

た、剰余金の配当の基準日から当該剰余金の配当が行われるまでの間に、当会社が第１種優先株式を取得し

た場合には、当該第１種優先株式につき当該基準日に係る剰余金の配当を行うことを要しない。

②第１種中間配当金

当会社は、中間配当を行うときは、第１種優先株主又は第１種優先登録株式質権者に対し、普通株主又は普

通登録株式質権者に先立ち、第１種優先配当金の２分の１に相当する額を限度として、取締役会の決議で定

める額の金銭による剰余金の配当(かかる配当により支払われる金銭を「第１種優先中間配当金」とい

う。)を行う。

③非累積条項

ある事業年度において、第１種優先株主又は第１種優先登録株式質権者に対して支払う金銭による剰余金

の配当の総額が第１種優先配当金の総額に達しないときは、その第１種優先株式１株当たりの不足額は翌

事業年度以降に累積しない。

④非参加条項

第１種優先株主又は第１種優先登録株式質権者に対しては、第１種優先配当金を超えて剰余金の配当は行

わない。但し、当会社が行う吸収分割の中で行われる会社法第758条第８号ロ若しくは同法第760条第７号ロ

に規定される剰余金の配当又は当会社が行う新設分割の中で行われる会社法第763条第12号ロ若しくは同

法第765条第１項第８号ロに規定される剰余金の配当についてはこの限りではない。
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(3）残余財産の分配

①残余財産の分配

当会社は、残余財産を分配するときは、第１種優先株主又は第１種優先登録株式質権者に対し、普通株主又

は普通登録株式質権者に先立ち、第１種優先株式１株につき、１万円(但し、第１種優先株式について株式の

分割、株式の併合その他調整が合理的に必要とされる事由が発生した場合には、当会社取締役会により合理

的に調整された額とする。)の金銭を支払う。

②非参加条項

第１種優先株主又は第１種優先登録株式質権者に対しては、前項のほか残余財産の分配は行わない。

(4）議決権

第１種優先株主は、株主総会において議決権を有しない。

(5）種類株主総会における決議

当会社が、会社法第322条第１項各号に掲げる行為をする場合においては、法令に別段の定めのある場合を

除き、第１種優先株主を構成員とする種類株主総会の決議を要しない。

(6）金銭を対価とする取得条項

当会社は、平成29年８月１日以降いつでも、当会社の取締役会が別に定める日(以下「金銭対価強制取得

日」という。)の到来をもって、当会社が第１種優先株式の全部又は一部を取得するのと引換えに、当該金銭

対価強制取得日における分配可能額(会社法第461条第２項に定めるものをいう。)を限度として、第１種優

先株主又は第１種優先登録株式質権者に対して金銭を交付することができる(以下「金銭対価強制取得」

という。)。なお、一部取得を行う場合において取得する第１種優先株式は、比例按分その他当会社の取締役

会が定める合理的な方法によって決定されるものとする。

金銭対価強制取得が行われる場合における第１種優先株式１株当たりの取得価額は、１万円(但し、第１種

優先株式について株式の分割、株式の併合その他調整が合理的に必要とされる事由が発生した場合には、当

会社取締役会により合理的に調整された額とする。)及びこれに対して年２％を乗じた額に金銭対価強制取

得日の属する事業年度の初日(同日を含む。)から金銭対価強制取得日(同日を含む。)までの日数を乗じ

365(閏年の場合には366)で除して算出した額(１円未満を切り上げる。)を加算した額とする。

(7）譲渡制限

譲渡による第１種優先株式の取得については、当会社の取締役会の承認を要する。

(8）みなし承認

第1種優先株式の取得者が、平成24年２月29日において第１種優先株式を引き受けた株主から、同株主が同

日において当会社に対して有していた債権を、第１種優先株式とともに譲り受ける者である場合には、当会

社の取締役会は前条の承認をしたものとみなす。

 (9) 異なる数の単元株式数を定めている理由

株主管理コストの削減のため普通株式の単元株式の数は100株としているが、株主総会において議決権を有

しない第１種優先株式の単元株式の数は１株としている。

(10) 議決権を有していない理由

第１種優先株式を配当金や残余財産の分配について優先権を持つ代わりに議決権がない内容としたもので

ある。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

　　該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

　　該当事項はありません。
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(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年２月１日～
平成25年４月30日

― 24,669,707 ― 2,630,171 ― 2,820,161

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

　

(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成25年１月31日)に基づく株主名簿による記載

をしております。

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年４月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式
第１種優先株式

8,707
― (1)②に記載のとおりであります。

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
普通株式

300
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

24,660,200
246,602 ―

単元未満株式
普通株式

500
― ―

発行済株式総数

普通株式
24,661,000

第１種優先株式
8,707

― ―

総株主の議決権 ― 246,602 ―

(注) １．「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が400株含まれております。

　　「議決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数４個が含まれております。

２．単元未満株式には当社所有の自己株式59株が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年４月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

株式会社明豊エンタープ
ライズ

東京都目黒区目黒二丁目
10番11号

300 ― 300 0.00

計 ― 300 ― 300 0.00

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成25年２月１日

から平成25年４月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成24年８月１日から平成25年４月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、アーク監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年７月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年４月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 288,348 752,828

売掛金 118,465 119,936

販売用不動産 354,738 458,939

仕掛販売用不動産 3,219,654 837,474

その他 105,848 60,437

貸倒引当金 △1,331 △1,648

流動資産合計 4,085,723 2,227,967

固定資産

有形固定資産 381,024 41,218

無形固定資産 18,151 12,909

投資その他の資産

長期貸付金 425,000 425,000

長期未収入金 437,000 427,000

その他 206,322 195,886

貸倒引当金 △179,370 △179,370

投資その他の資産合計 888,951 868,515

固定資産合計 1,288,126 922,642

資産合計 5,373,850 3,150,609

負債の部

流動負債

買掛金 73,657 70,372

短期借入金 105,600 157,000

1年内返済予定の長期借入金 2,829,819 678,294

未払法人税等 4,793 9,379

その他 246,568 201,747

流動負債合計 3,260,438 1,116,794

固定負債

長期借入金 761,827 285,502

その他 316,458 242,964

固定負債合計 1,078,286 528,466

負債合計 4,338,725 1,645,260

純資産の部

株主資本

資本金 2,630,171 2,630,171

資本剰余金 2,820,161 2,820,161

利益剰余金 △4,443,890 △3,967,296

自己株式 △485 △485

株主資本合計 1,005,955 1,482,549

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △1,066 12,083

その他の包括利益累計額合計 △1,066 12,083

新株予約権 21,169 －

少数株主持分 9,067 10,716

純資産合計 1,035,125 1,505,349

負債純資産合計 5,373,850 3,150,609
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年８月１日
　至 平成24年４月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年８月１日
　至 平成25年４月30日)

売上高 2,473,750 5,160,034

売上原価 1,917,611 4,347,119

売上総利益 556,139 812,915

販売費及び一般管理費 473,819 468,300

営業利益 82,319 344,615

営業外収益

受取利息 118 127

未払配当金除斥益 825 －

違約金収入 － 697

諸債務整理益 － 639

その他 1,129 985

営業外収益合計 2,073 2,449

営業外費用

支払利息 123,882 37,353

支払手数料 5,069 14,253

その他 6,387 2,488

営業外費用合計 135,339 54,095

経常利益又は経常損失（△） △50,946 292,969

特別利益

固定資産売却益 5,513 100,798

有価証券売却益 － 3,104

債務消滅益 100 －

債務免除益 2,192,240 －

損害賠償収入 455 －

私財提供益 － 71,824

その他 6,018 21,169

特別利益合計 2,204,327 196,896

特別損失

固定資産売却損 － 5,471

固定資産除却損 1,827 729

事業構造改善費用 269,925 －

その他 6,584 －

特別損失合計 278,337 6,201

税金等調整前四半期純利益 1,875,043 483,664

法人税、住民税及び事業税 2,047 5,555

法人税等調整額 3,613 －

法人税等合計 5,661 5,555

少数株主損益調整前四半期純利益 1,869,382 478,109

少数株主利益又は少数株主損失（△） △412 1,515

四半期純利益 1,869,794 476,594
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成23年８月１日
　至 平成24年４月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成24年８月１日
　至 平成25年４月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,869,382 478,109

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △4,620 13,283

その他の包括利益合計 △4,620 13,283

四半期包括利益 1,864,762 491,392

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,865,308 489,744

少数株主に係る四半期包括利益 △546 1,648
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【会計方針の変更等】

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年８月１日  至  平成25年４月30日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年８月１日以後に取得した

有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

この変更による当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表)

保証債務

連結会社以外の会社の金融機関等からの借入に対して、債務保証を行っております。
前連結会計年度
(平成24年７月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成25年４月30日)

　 ― (株)ハウスセゾン 70,000千円

計 ― 計 70,000千円

　※　上記㈱ハウスセゾン（当社の親会社）の借入は、提出会社の物件取得資金として融資を受けたも

のであり、当第３四半期連結貸借対照表の「長期借入金」に同額計上されております。

　
(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとお

りであります。

　
前第３四半期連結累計期間
（自　平成23年８月１日
　　至　平成24年４月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成24年８月１日
　　至　平成25年４月30日）

 減価償却費 18,052千円 8,517千円

　
(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自  平成23年８月１日  至  平成24年４月30日)

１．配当金支払額

　　　該当事項はありません。

　
２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　
３．株主資本の著しい変動

当社は、平成24年２月28日付で、新株発行による第三者割当増資により、資本金が300,000千円、資本

準備金が300,000千円増加し、平成24年２月29日付で、現物出資（債務の株式化）による第三者割当増

資により、資本金が43,535千円、資本準備金が43,535千円増加し、当第３四半期連結会計期間末におい

て資本金が2,630,171千円、資本準備金が2,820,161千円となっております。

　
当第３四半期連結累計期間(自  平成24年８月１日  至  平成25年４月30日)

１．配当金支払額

　　　該当事項はありません。

　
２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　　　該当事項はありません。

　
３．株主資本の著しい変動

　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成23年８月１日  至  平成24年４月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損
益計算書計上
額（注）2不動産分譲

事業
不動産賃貸
事業

不動産仲介
事業

その他事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 1,130,9511,128,71583,413130,6702,473,750－ 2,473,750

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

－ 9,000 － 4,05013,050△13,050 －

計 1,130,9511,137,71583,413134,7202,486,800△13,0502,473,750

セグメント利益 125,81567,54554,93362,643310,937△228,61882,319

　（注）１．セグメント利益の調整額△228,618千円は、セグメント間取引消去△12,135千円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△216,482千円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費で

あります。

　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成24年８月１日  至  平成25年４月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結損
益計算書計上
額（注）２不動産分譲

事業
不動産賃貸
事業

不動産仲介
事業

その他事業 計

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 3,848,0981,016,415129,082166,4375,160,034－ 5,160,034

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

－ 6,753 － 23,41530,168△30,168 －

計 3,848,0981,023,169129,082189,8535,190,203△30,1685,160,034

セグメント利益 360,35935,171105,95071,049572,530△227,915344,615

　（注）１．セグメント利益の調整額△227,915千円は、セグメント間取引消去△7,426千円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△220,488千円であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費で

あります。

　　　２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

　２．報告セグメントごとの資産に関する情報

前連結会計年度末に比べて、当第３四半期連結会計期間末の不動産分譲事業の資産の金額が19億44百

万円減少しておりますが、その主な理由は、物件売却によるたな卸不動産の減少22億81百万円、物件売却

に伴う現金及び預金の増加３億79百万円であります。
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　３．報告セグメントの変更等に関する事項

会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴

い、第1四半期連結会計期間より、平成24年８月１日以後に取得した有形固定資産については、改正後の

法人税法に基づく減価償却の方法に変更したため、報告セグメントの減価償却の方法を改正後の法人税

法に基づく方法に変更しております。

なお、この変更による当第３四半期連結累計期間のセグメント利益に与える影響は軽微であります。

　
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成23年８月１日
至  平成24年４月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成24年８月１日
至  平成25年４月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額（円） 142.63 19.33

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額（千円） 1,869,794 476,594

    普通株主に帰属しない金額（千円） ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 1,869,794 476,594

    普通株式の期中平均株式数(千株) 13,109 24,660

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

―

提出会社
平成18年第２回ストック・
オプション
上記のストック・オプショ
ンは、平成24年10月27日を
もって権利行使期間満了に
より失効しております。
 

(注)　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、希薄化効果を有する潜在株式が存在しないため、記載

しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成25年６月13日

株式会社明豊エンタープライズ

取締役会  御中

　

アーク監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    吉　村　淳　一    印

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    冨　岡　慶 一 郎    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社明豊エンタープライズの平成24年８月１日から平成25年７月31日までの連結会計年度の第３四半期連結
会計期間(平成25年２月１日から平成25年４月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成24年８月１日か
ら平成25年４月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算
書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社明豊エンタープライズ及び連結子会
社の平成25年４月30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正
に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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